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【論文の構成】
はじめに、本研究の粗筋を紹介する。

第 1章では、本研究の問題意識を提示する。

第 2章では、本研究が取り扱う領域に関して体系的に先行研究を行う。

第 3章では、研究目的と研究方法を述べる。先行研究と事例から仮説を導出する。

第 4章では、詳細な事例研究を行い、仮説を実証する。

第 5章では、本研究の考察を行う。

第 6章では、本研究の結論を出す。また、今後の課題について述べる。

おわりに

【論文（報告書）の内容】

1. 研究目的

本研究では、台湾工作機械業界は、第一は技術能力向上の問題、第二は中韓 FTAのもたらす衝撃、第

三は付加価値の低下、という問題に直面しており、台湾工作機械業界は迅速的に産業能力を向上させ、

優れた部品を提供することで、ハイエンド製品の優位性を勝ち取らねばならず、絶えず変化する産業環

境のために、海外進出として日本企業と台湾企業が戦略的提携における相互的に能力や資源を補完し合

い、付加価値創造を生み出すことが必要なのではないかと考えられるので、工作機械産業の現状および

事例分析を通じて、日本と台湾の工作機械産業の競争優位を検討し、自らの競争力の持続的強化と外部

環境の変化への対応を分析し、日台企業間の戦略的提携における新たな価値創造について考察すること

を研究の目的とする。

2. 研究方法

日本と台湾における工作機械産業をまず概観する。そして、工作機械分野を中心として、日本企業と

海外企業の提携、合弁戦略等の先行研究を行い、先行研究と友嘉高松、DMGMORIの事例から仮設を導出

する。また、在台の日台合弁工作機械メーカーをヒアリングし、既存資料や企業の公開情報と併せて、

戦略的提携の視点から、企業の実態や課題を事例として分析し、仮説を実証し、考察し、研究結果をま

とめる。

3. 事例分析

大同大隈と崴立機電の 2社について既存資料と企業の公開情報と 1社は訪問ヒアリングから、詳細な

事例分析を行い、仮説①戦略的提携における他社と協力的な関係を構築することで、市場規模の拡大を

もたらすことができる、仮説②戦略的提携の一つである合弁することにより、相互の資源を利用し、付

加価値を高める、を実証した。企業が 1 社以上のパートナーと結合を通じて、両方の優位性を融合する

ため、競争優位を構築できている。さらに、将来のニーズに応じる工場拡張の方式を取り上げ、市場・

事業規模を拡大させ、積極的に海外市場への展開し、共に利益を獲得する。

4. 考察

永池（2003：p.3）によれば、提携は現在ではM＆Aや直接投資の補完としてではなく、並列的な戦略

的手段として活用され、支配を必ずしも目指すものではなく、もっと多面的、柔軟な競争戦略の形態と

しても用いられているのが現状であると指摘し、十川（2005：p.57）は企業が戦略的提携という行動を

選択するには、コア・ケイパビリティの更新・構築、それにより競争優位の一層の強化を図ろうとする



戦略的意図があるからと論じており、これらと、事例からの仮説の実証を通して、戦略的提携の視点か

ら、パートナーと協力し、異なる補完的な技術とケイパビリティを活用することで、新たな価値を創造

し、一層の学習を促進することを目的とするものであり、企業の競争優位を構築することができると考

えられる。

5. 研究結果

従来、工作機械は日本やドイツなどの先進製造国と比べ、台湾の工作機械は高付加価値と信頼性では

だいぶ距離があったが、日本企業との戦略的提携や合弁をすることで、台湾拠点を拡充し、日本の資源

やケイパビリティと結びつけ、中国市場での占有率を拡大し、台湾工作機械産業での協力ネットワーク

を完備し、製品のモジュール化を注ぎ、コスト優勢に極めて高い国際競争力を持てるようになった。し

たがって、パートナーとの戦略的提携や合弁企業により、自社単独の戦略の限界を補うことの重要性を

認識する必要があり、特に中国や新興国市場により参入するには、低価格・高品質の生産技術が一層必

要と考えられる。
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